
筑波大学人文・文化学群日本語・日本文化学類 
開設授業科目「成績評価基準」 

 

科目番号：AE13B82 

科 目 名：言語と文化演習Ⅱ 

担当教員：金仁和 

成績評価方法：① 口頭発表 20%、② 小課題 50%、③ 期末レポート 30%           

成績評価基準： 

 A+（90 点以上） A（80～89 点） B（70～79 点） C（60～69 点） D（60 点未満） 

① 口頭発表 

（20%） 

発表内容について不備な

く調査・準備して、明確な

問題提示がされている。 

発表内容の調査・準備

はされているが、問題

提示が明確ではない。 

発表内容の調査・準備

に不備が見られ、問題

提示も明確ではない。 

発表内容の調査・準備

に不備が見られ、問題

提示がされてない。 

発表内容に論理的根拠が

なく、不適切な問題提示が

されている。 

② 小課題 

（50%） 

課題の解決に独創性があ

り、検証できる根拠に基づ

いて論述されている。 

課題の解決が検証でき

る根拠に基づいて論述

されているが、独創性

が不十分である。 

課題の解決に独創性

はあるが、課題の解決

に検証できる根拠が明

確ではない。 

課題解決の根拠も明

確でなく、独創性も見ら

れない。 

課題の解決が不適切な根

拠に基づいて行われてい

て、独創性も見られない。 

③ 期末レポート 

（30％） 

課題の解決に独創性があ

り、検証できる根拠に基づ

いて論述されていて、一貫

性のあるまとめである。 

課題の解決が検証でき

る根拠に基づいて論述

されていて、まとめに一

貫性のあるまとめであ

るが、独創性が欠けて

いる。 

課題の解決に独創性

はあるが、課題の解決

に検証できる根拠が明

確ではなく、まとめにも

一貫性が欠けている。 

課題解決の根拠と独創

性が不十分であり、ま

とめに一貫性が欠けて

いる。 

課題の解決が不適切な根

拠に基づいて行われてい

て、独創性も見られない

し、まとめられてない。 

 

 


